
一覧化することで課の垣根を越えて、
地域の情報を共有するツールとなる。
今後の発展を期待。
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NPOまち育てセンターりた、岡崎市長寿課

20の地域包括支援センター

グループワーク導入をスムースにするために、
活動報告の後にリハビリ職の講話を実施す
ることは斬新。

地区分析シートの活用について
ｂｙ 長寿課 地域包括ケア係

【活動報告】
支所長からの要望で各学区の現状の見える化のため一覧表を作成。

〔内容〕
・２０１５年の高齢者数
・２０２５年、２０４０年の高齢者数将来推計
・ごまんぞく体操（週１回の通いの場）
・認知症カフェ、子ども食堂、買い物支援、協議体、その他トピックス
・人口、年少人口、生産年齢人口、高齢化率
・介護認定者総計、高齢者における介護認定者割合
・要支援１～要介護５の人数
〔解説〕
高齢化率と認定者割合は必ずしも比例しないことや地域特性との関係など
表にすることで見えてくることがあった。今後、必要な数値やトピックスを追加し、
各分野での活用の発展が期待される。

包 括 ゼ ミ

～地域包括ケアと地域共生社会の実現に向けた学びを共有するゼミ～
昨年度のモデルだった協議体構築の経過報告をご紹介します。

◆編集後記◆リハビリの専門職や医療の分野の方が病院を出て、地域との関りを持ちたい、一緒に地域のことを考えていきたいとい
う話を聞くことが多くなり、うれしくなります。包括はその橋渡しや一緒に取り組んでいけたらと思っています。
また、まだまだではありますが、少しずつ、少しずつ、いろいろな分野の人の横のつながりが増えてきいているのではないかと感じます。
行政も包括も地域もどんどん繋がって、さらに住みたい岡崎の街になることが期待されます。

六ッ美４学区のまるごと交流会（R1はリハビリ職と交流会）
ｂｙ 南部包括、むつみ包括（六ッ美圏域）

【地域特性】
・六ッ美北部：学区福祉委員の人数、組織が大きく、各部ごとの取り組みができ

ている。高齢化率が低い。
・六ッ美西部：比較的新しい学区で高齢化率も低い。
・六ッ美中部：高齢化率が高く、民生委員と福祉委員の問題意識が高い。町

ごとにサロンを実施。
・六ッ美南部：まちづくり協議会があり、防災について話合いを実施。多世代交

流に力を入れている。
【キーパーソン】総代、学区福祉委員、民生委員、老人クラブ

【活動報告】
昨年度から六ッ美４学区の交流会を開催。R１年は地域のリハビリ専門職から
の打診があり、地域住民とリハビリ職が共に介護予防について考える機会とする
会を企画。11月19日に開催。
自学区、他学区の介護予防の取り組みを知り、地域住民とリハビリ職との交流を
通じて、自学区の介護予防活動のきっかけとしたい。

【助言】進捗状況（いつ、どこで、誰と、どのようなことをしたか）を見える化したこ
とは他の業務にも生かせる。

【目的＆ねらい】地域住民とリハビリ職が共に介
護予防について考える機会となり、形となること
を期待。他の地域の取り組みを知り、自学区の
取り組みのきっかけとなること


